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４
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
協
議
会
で
、
無
料

の
年
齢
を
70
才
か
ら
75
才
に
す
る
こ
と
。
70
才

か
ら
74
才
を
１
回
１
０
０
円
負
担
す
る
「
高
齢

者
割
引
乗
車
制
度
」が
示
さ
れ
ま
し
た
。（
表
１
）

　

無
料
制
度
を
75
才
か
ら
に
す
る
の
は
、
対
象

年
齢
を
段
階
的
１
才
ず
つ
引
き
上
げ
、
完
全
に

75
才
か
ら
に
な
る
の
は
２
０
３
０
年
度
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。（
表
２
）

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
来
年
３
月
に
市
議
会

に
提
案
し
ま
す
。
通
れ
ば
１
年
か
け
て
市
民
に

周
知
し
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま
り
10
年
間

か
け
て
移
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。
障
害
者
無

料
乗
車
証
は
検
討
の
結
果
、
現
行
制
度
を
維
持
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

案
が
示
さ
れ
る

敬老無料パスを70才を75才からにする
市営バス無料乗車制度の新しい仕組み案

70歳から74歳まで
【高齢者割引乗車

制度】

75歳以上
【高齢者無料乗車

制度】

市民 １００円 無料

市（一般会計） ５０円 １５０円

交通部（自動車運
送事業会計） ５０円 ５０円

生年月日 令和
元年度 ２年度

→見直し制度開始 →制度完成

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

S25.4.2 〜 S26.4.1 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳 80歳

S26.4.2 〜 S27.4.1 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳

S27.4.2 〜 S28.4.1 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳

S28.4.2 〜 S29.4.1 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳

S29.4.2 〜 S30.4.1 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳

S30.4.2 〜 S31.4.1 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳

※白文字は無料制度の適用年齢を示す

表１

表２

　国連気候変動サミットでは、７７カ国が２０５０年までに
温室効果ガスの排出量ゼロを約束し、７０カ国が２０年ま
でに国別目標を引き上げ累市を表明しています。それに比
べて日本は、主要国で最低レベルで二酸化炭素を出す火力
発電の計画が進んでいるのは２２
基もあり排出量は世界第５位です。

想定外の災害、地球温暖化対策を早急にホッ

トコーナー

　世界の大型化した災害は地球の温暖化が大きく関わって
います。日本では大型の台風が何度も日本列島を襲い、特
に１９号の被害は目を疑うような甚大なものでした。
　堤防が崩れその上にある住宅が流されるなど大きな被害、
亡くなられた方が１００人近くおられました。川の堤防が壊
れる「決壊」が発生したのは１１月１２日時点で７つの県の
合わせて７１河川、１４０か所。また、全国で８万棟を超え
る住宅が、水につかったり全半壊したりする被害を受けま
した。

中村れい子65

（表１、２は協議会での市の資料）
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市会議員

中村れい子
市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
　　　　別所中の町３−７　TEL ６８１−８４８０／自宅　TEL ６８５−６６８６

毎月、第 2土曜日です

審
議
会
で
市
バ
ス
の
将
来
収
支
予
測
を
示
す

　

５
回
目
の
高
槻
市
自
動

車
運
送
事
業
審
議
会
が
、

11
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

市
バ
ス
の
今
後
10
年
間
の
、

収
支
の
見
通
し
、
経
営
の

基
盤
強
化
策
が
資
料
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
バ
ス
は
公
営
企
業
な

の
で
法
律
に
基
づ
き
、
国

に
対
し
て
今
後
10
年
間
の

収
支
の
均
衡
が
と
れ
た
運

営
が
で
き
る
と
い
う
資
料

を
提
出
す
る
た
め
に
審
議

会
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

大
き
く
４
パ
タ
ー
ン
で
細

か
く
10
ケ
ー
ス
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
タ
ー
ン
１
の
、
補
助

金
は
現
状
の
ま
ま
と
い

う
「
成
り
行
き
」
で
は

３
億
９
千
万
円
の
赤
字
に

な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
は
、
山
間
部
の
原
大

橋
以
北
の
樫
田
地
域
、
萩

谷
線
は
関
西
大
学
以
北
、

上
成
合
以
北
の
成
合
・
川

久
保
線
の
３
路
線
を
縮
小

す
る
案
で
す
。
敬
老
パ
ス

へ
の
補
助
金
６
億
円
は
維

持
し
、
山
間
部
の
補
助
金

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

３
億
５
千
万
円
の
赤
字
に

な
り
ま
す
。

　

３
は
、
山
間
部
の
路
線

を
含
め
て
今
の
路
線
を
維

持
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

う
ち
、
敬
老
パ
ス
の
乗
車

料
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
明
ら
か

に
な
っ
た
13
億
４
千
万
を
、

市
が
１
０
０
％
補
助
す
る

ケ
ー
ス
、
75
％
の
10
億

円
を
補
助
す
る
ケ
ー
ス
、

50
％
の
４
億
１
千
万
円
で

は
高
齢
者
の
自
己
負
担

25
％
を
求
め
て
い
ま
す
の

で
、利
用
者
が
40
％
、30
％
、

20
％
減
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

第
４
は
、
山
間
部
の
縮

小
、
補
助
金
が
１
０
０
％
、

75
％
、
50
％
に
な
る
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

市
営
バ
ス
が
健
全
に

運
営
で
き
る
の
は
、
市
が

13
億
４
千
万
円
の
乗
車
料

を
１
０
０
％
負
担
す
る
場

合
、
市
が
75
％
、
市
バ
ス

が
25
％
負
担
す
る
場
合
で

す
。
健
全
運
営
を
維
持
す

る
に
は
、
市
と
市
バ
ス
で
負

担
す
る
事
で
す
。
高
齢
者

に
負
担
を
求
め
る
と
、
利

用
が
減
り
赤
字
に
な
り
ま

す
。

　

審
議
会
の
中
で
、「
高

齢
者
が
無
料
だ
と
い
う
こ

と
が
、
市
の
値
打
ち
な
ら

ど
こ
か
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
」「
敬
老
パ
ス
は

市
バ
ス
の
事
だ
け
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
市
全
体

の
こ
と
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
」「
70
才
を
75
才
に

す
る
こ
と
は
総
合
的
な
判

断
、
横
の
つ
な
が
り
で
考

え
な
い
と
い
け
な
い
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
70
才
か
ら
の
敬
老

無
料
パ
ス
の
維
持
が
求
め

ら
れ
ま
す
。　

　

審
議
会
は
今
月
25
日

に
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め

を
し
、
答
申
の
素
案
を
審

議
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
来
年
１
月
17
日
に
答

申
書
を
ま
と
め
、
２
月
に

提
出
し
ま
す
。

検討項目
高齢者無料乗車制度 生活交通路線維持

事業パターン

①現状のまま 現状維持（年間６億
円の市補助） 現状維持（75％補助）

②事業効率化 a．山間３路線縮小 現状維持（年間６億
円の市補助） 縮小路線は補助なし

③路線維持

a．市 100％負担 運賃相当額を 100％
市が補助 現状維持（75％補助）

b．市 75％、
　 市バス 25％負担

運賃相当額を 75％市
が補助 現状維持（75％補助）

c.　市 50％、
　　市バス 25％、
　　利用者 25％負担

運賃相当額 50％を市
が補助＋高齢者から
料金徴収

現状維持（75％補助）

シミュレーションパターン　表１

ケース別シミュレーションパターン　表2

2030年予測数値 経常損益（百万円）

①現状のまま −396
②

事業効率化 山間３路線縮小 −354

③
路線維持

a.市100％負担 341

b.市75％、市バス25％ ７
c.市50％、市バス25％

利用者25％ −394


